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トワーク化をさらに強固にしていきたいと考えており，
地域の多様なスペースや共同体とつながりをもって，そ
のつながりに一歩踏み入れれば公的なサービスにも民
間のコミュニティにもゆるやかに繋がれる仕組み，関係
性を作っていくような活動展開を考えている。

８．まとめ・考察
　本事例は，「本」を媒介に日々の生活の中で医療や他
者，社会とゆるやかに繋がる場が提供されている。そし
て各利用者がその関係の濃淡を選択できるような仕組
みがあり，「本」を共通項とした新たな地域コミュニティ
ネットワークを構築している点が特徴的である。
　「本」という興味や嗜好に基づいた共通項での繋がり，
「図書館」という貸し借りや感想カードでのメッセージ
のやり取り，一箱本棚オーナーやお店番／インターンと
いう，サービス提供／受給側を固定しない仕組みが，そ
れぞれの人が持つ属性：［枠］を取り払った関係づくり
を支えている。また，これらの仕組みやカフェ（飲み物
の提供）の存在は，その「場」への関わり代の多様性
や広さに寄与し，初回利用時のハードルの低さやリピー
ト利用，生活の中での心配事や不安の相談しやすさに
も繋がっている。
　地域コミュニティを新たに構築する場づくりの計画で
は，上記の関わり代の多様さに加えて，目的的な来訪を
促すための駅などの交通主要拠点からの距離，また一
方で地域住民などに広く受け入れられる「わかりやすさ」
のために，人通りがありつつも地域にオープンなエリア
（本事例では商店街）への立地や，通りに面した部分を
全て開口部とし，店内が通りから見通せる点が重要とい
える。継続的な運用を支える仕組みでは，開設までの
プロセスに地域住民だけでなく，地域外の関係者（プ
ロジェクトの支援者など）を取り込んでいる点は，運営
費の一部を賄う経済的な面での利点に留まらず，場の
運営者の確保や地域の関係人口増加にも寄与している
と考えられる。
　7章でも指摘があるように，制度的な医療福祉連携や
地域に開かれた医療や福祉の政策は進んでいるが，ま
ちづくりとの足並みは揃っていない。老いる上で，その
濃淡や時期の違いはあれど，必ず必要となる医療福祉
への身近な窓口を自然に生活の営みの中に編み込む本
事例は，地域に医療を開く好事例としてだけでなく，地
域活性化やまちづくりの観点からも参考になる事例とい
える。
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年齢も障がいも病気も関係なく，ごちゃまぜに交流できる地域の居場所
　SONATARUE（ソナタリュー）

A PLACE IN THE COMMUNITY WHERE PEOPLE OF ALL AGES, DISABILITIES, AND ILLNESSES 
CAN MINGLE AND INTERACT WITH EACH OTHER

SONATARUE

Keywords :  Symbiotic Type, Community Comprehensive Care, Community based, 
Multigenerational exchange,

共生型，地域包括ケア，地域密着，多世代交流

　A local community revitalization project in Numata City, Gunma Prefecture. It is 
a complex facility that includes a café, restaurant, bathing facility, and gymnasium, 
as well as a welfare facility that includes a group home, short stay, and after-
school day care services. It is a system where users of the welfare function, local 
residents, and visitors naturally mingle with each other. The surrounding farms, 
the hospital of the mother facility, and facilities for the elderly are also places 
of employment, providing a wide range of activities throughout the community.

　○山腰 真也＊１，米ケ田 里奈＊２，橘 亮輔＊３，山田 あすか＊４

YAMAKOSHI Masaya, MEKATA Rina, TATIBANA Ryosuke and YAMADA Asuka

１．施設概要 （表１）
所在地：群馬県沼田市久屋原町327-4（図１）
施設種別：多機能型事業所
運営主体：医療法人大誠会グループ
設計：五井建築研究所　
設立年月：2020年 11月 22日　　　　
構造・階数：2 階
敷地面積：約2,000㎡
延床面積：約1,800㎡
構造規模：S造２棟　W造２棟　２階建て
見学・インタビュー調査日時：2022年 11月11日
見学者：東京電機大学　山田あすか，米ケ田里奈，　
　　　　山腰真也，橘亮輔，藤嶋隼平，山口裕樹
お話を伺った方：SONATARUE 副管理者 小林若葉様
なお，本稿で参考文献の引用のない箇所は，インタ

ビュー時に小林若葉氏から得た情報を基に，執筆した。

２．運営概要
２．１　事業内容
SONATARUE（ソナタリュー）は，大誠会グループの

内田病院が監修し，社会福祉法人久仁会が管理・運営
を行っている。施設内は大きく分けて福祉部門と商業部
門があり，福祉部門には「グループホーム Viva Vivo」

*１　東京電機大学大学院 未来科学研究科 建築学専攻（修士課程）
*２　東京電機大学大学院  先端科学技術研究科
　　   建築・建設環境工学専攻（博士課程）
           / 東京電機大学 総合 研究所　特任助手・修士（工学）
*３　東京電機大学 未来科学部 建築学科
*４　東京電機大学 未来科学部 建築学科　教授・博士（工学） 

図１　立地周辺１）

*1 Graduate Stud., Architecture and Building Engineering, Graduate 
School of Science and Technology for Future Life, Tokyo Denki Univ.

*2 PhD Stud., Graduate School of Advanced Science and Technology, 
Architectural, Civil and Environmental Engineering, / Project 
Research Assistant, Research Institute for Sci. and Tech., Tokyo 
Denki Univ.

*3 Undergraduate Course, Tokyo denki University. 
*4 Professor, Dept. of Architecture, School of Science and Technology for 

Future Life, Tokyo Denki Univ., Dr.Eng.

地域施設計画研究41  2023年7月 日本建築学会
建築計画委員会　施設計画運営委員会　地域施設計画小委員会
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２階 １階1ｍ

所在地
運営

平面図

施設写真

敷地図

施設種別
構造規模

運営事業

開設経緯

コンセプト

交流実態

社会福祉法人久仁会

多機能型事業所
R2.11

GH( 障がい者 )
温泉

地域特性を背景に，「地域といっしょに。あなたのために。」をグループ
の理念に掲げ，障害や病気の有無，年齢も関係なく交流できる居場所を
地域につくりたいという思いで SONATARUE を開設した。

0歳の赤ちゃんから 100 歳のお年寄りまで，年齢も障がいも病気も関
係なくごちゃまぜに交流できる地域の居場所づくり。

施設全体が就労の場となることで，障がい者が地域に溶け込んでいる。
中庭で遊ぶこどもなど，間接的な交流も。

障がい者施設をベースとした福祉施設と交流機能が一体的な施設。中
庭を囲む用に各機能が配置され，機能同士の視線が通り，回廊空間で
自然な交流を促している。

わんぱくガーデン利用のこども
商業部門利用の地域住民

各定員数　10 名・10 名・20 名・14 名

障がい者GH ・放課後等デイ・生活介護
就労支援 B型・商業部門 ( カフェ・温泉・

レストラン・ウェルネスect.)

鉄骨造 2棟，木造 2棟　２階建て

群馬県沼田市久屋原町 

利用者概要

建築の特徴

ショートステイ

わんぱくガーデン

ウェルネス 足湯

レストラン

放課後デイわ ンンンンンン

SONATARUE( ソナタリュー )施設名

開設年月

図２　全体図（参考文献２）より抜粋）

や就労継続支援 B型「就労支援 みんなのジョブセン
ター」，障がい児の学童クラブ「放課後等デイサービス 
すてっぷ」や，重度の障がいを持つ人の活動の場「生
活介護 Ken Ken club」などがある。また，商業部門に
は天然温泉「久屋原温泉」や「みんなの畑レストラン」，
「みんなのウェルネス」や「地産地働ラボ バルバル」な
どが入る（後述 )。
２．２　運営法人について
■大誠会グループについて
SONATARUEを運営する大誠会グループは，「地域に

必要とされる大誠会となろう」という思想のもと昭和
63年に大誠会内田病院を設立し，以後，住民の身近な
存在として特別養護老人ホームやデイサービス等様々
な社会資源を展開している。「地域といっしょに。あな
たのために。」をグループの理念に掲げ，地域における
単身高齢者の増加や介護力の低下などの課題に対して
「まちづくり，ひとづくり，しごとづくり」に取り組ん
でいる。
■理念の樹　（図３）
大誠会グループは「地域といっしょに。あなたのた

めに。」を理念に掲げ，その実践内容及び，今後創出し
ようと試みている活動を「理念の樹」として可視化して

表１　施設概要
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図３　理念の樹（参考文献４）より抜粋）

いる。共に育む，共に創り出す，共に癒すの三つの関係
性により，複合型や障がいを持つ人との協働など，多く
の目標を実現している。
■施設名の由来
「SONATARUE」は，フランス語で「SONATA＝協奏曲」
と「RUE＝街路」が組み合わされたものであり，日本
語では「そなた流（あなた流）」の意味を持つ。施設の
利用者一人ひとりが思い通りの時間を過ごせるようにと
いう想いが込められている。

３．開設経緯
３．１　開設の背景
「SONATARUE」が位置する位置する群馬県沼田市は，県内で
も特に人口減少，少子高齢化が加速している地域であ
り，人口に関しては市設立以降減少し続け，現在は県
内12市の中で最も少ない人数となっている。また，認
知症患者や高齢独居世帯の増加，人口減少による地元
農家の後継者不足や少子高齢化による介護力不足など，
解決すべき地域課題も多数抱えている。更に，地域に
おける医療・福祉施設の数も十分ではなく，障がいを
持つ人の働く就労の場や使うことのできるサービス資源
も限られていることから，地域に住む人が地元から離れ
てしまうことも少なくなかった。
３．２　開設の経緯
医療法人大誠会グループが掲げているグループの理

念，「地域といっしょに。あなたのために。」から，沼田
市の地域特性を背景に，「この地域を医療と福祉のベー
スキャンプに」を目標とし，誰もが住み慣れた地域で暮
らし続けられる地域をつくるために，地域に足りない医
療や介護・福祉の機能を提供し，障がいや病気の有無，
年齢も関係なく交流できる居場所を地域につくりたいと
いう思いで SONATARUEを開設した（表２）。

表２　事業所展開の沿革４）

■事業所展開の沿革

1988 年：医療法人大誠会内田病院開設
1998 年：「ひだまり保育園」開園
2004 年：「ゆうハイム くやはら」開設
2011 年：田中理事長就任
                  「この地域を医療と福祉のベースキャンプ」へ
                  初期理念策定
　　　　「地域のために。あなたのために。」
　　　　「ケアとキュアの一体化を促進！」
　　　　「地域と共に生きる！」
2015 年：大誠会グループ理念策定
2016 年：「みんなのはたけ」から「みんなの農業」へ転換
2017 年：児童発達支援事業「ハートグリーン」開設。
                   障害児の支援を始める
2018 年：「みんなのジョブセンター」開設
2019 年：放課後デイサービス「すてっぷ」開設
                  「みんなのりんご畑」開園
2020 年：「SONATARUE」開設

４．施設・建物について
■全体の構成（写真１）
建物は鉄骨造 2棟，木造 2棟の計 4棟で構成され，

その 4棟に囲われた中庭は地域に不足しているこども
たちの遊び場となっている。中庭側と道路側に下屋を
設け，地域の方や職員の方が雪や雨の日でも安心して
歩くことができるスペースを確保している３)。
■久屋原温泉 (川の湯，山の湯，そなたの湯 )
久屋原温泉には檜風呂の「山の湯」と岩風呂の「川

の湯」があり，週替わりで男湯と女湯が入れ替わる（写
真２）。これらの他にも，貸し切り風呂である「そなた
の湯」があり，受付で申し込みを済ませることで施設

写真１　外観写真
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内 3店舗目の店であり，地元の食材の美味しさをアピー
ルする場としても活躍している。開放的な空間となって
おり，テーブル席からは調理の様子が見えるような造り

の利用者だけでなく誰でも気軽に利用することができる
（写真３）。「そなたの湯」には，乗降できる椅子などバ
リアフリーに配慮した内装が施されており，障がいのあ
る方でも安心して温泉を利用することが可能である。一
日の温泉の平均利用人数は合わせて通常100人，最低
でも50人前後であり，温泉に隣接するロッカールーム
は同時に32人まで利用できる計画である。ただ同時に
これだけの人数が利用することはないため，ロッカーの
鍵の貸し出し時に，利用者が互いに距離を取れるよう1
つ置きで貸すなどの配慮をしている。また，障がいなど
により棚に手の届かない方は低めの位置にある棚，手の
届く方は中～高位置にある棚を使用してもらうよう工夫
している。
■足湯（写真４）
母体病院側からアプローチする施設の入口には，交

差点に面するように足湯が設けられており，誰でも気軽
に使用できる。寄り付きを誘う，施設のシンボルでもあ
る。調査時にも地域住民が利用していた。
■みんなの畑レストラン
みんなの畑レストランでは，地元で育てた野菜を中

心に料理を提供しており，地産地消の取り組みを促進
している（写真５）。また，沼田産黒豚を提供できる県

写真２　久屋原温泉 写真３　そなたの湯

写真７　レッスンスケジュールと活動内容
利用者それぞれの活動内容に合わせて様々なレッスンを開いてい
る。部屋の中央にある大きな鏡は可動式で，裏にはテレビが収納
されており，外部から訪問する先生や仕事後の職員の居場所にも
なる。

写真４　足湯
２面が公道に面しており，地域住民がふらりと立ち寄りやすい場
所である。見学時の平日昼間も，集団で利用している姿がみられ
た。

写真６　みんなのウェルネス Go Health 内観
高齢者の中には，「リハビリ」に抵抗のある人がいるが，「ジムに
行って体を鍛えよう」といった声掛けによって，体を動かすこと
へのハードルが下がり，積極的な利用に繋がると言う。
施設内は，白＆茶色＆アイボリーで統一されている。これら
は SONATARUE が日常で安心できる色合いとして考えており，
SONATARUE カラーとして定めている。

写真５　みんなの畑レストラン の様子
地元野菜をつかった華やかな昼食を提供している。
見学時，平日昼間の店内は，利用客で賑わっていた。
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になっている。調理する人の顔が見えることで，利用客
は安心して食事ができる。
■みんなのウェルネス Go Health（写真６）
施設内に設えられているジムには高齢者だけでなく，

放課後等デイサービスにこどもを預けた母親や，職員
が昼休みを利用して軽い運動やヨガを行うこともある。
ジム内には複数の運動器具が設置されており，高齢者
でも比較的簡単に使用できものとなっているため，リハ
ビリや軽い運動を行うのと同時に達成感を得ることがで
きる。
建築的には，木材を使用したデザインとすることで

木のぬくもりを感じられるようにし，天井を高くして開
口部を多く設けることで，解放感が得られるよう工夫を
している。また，大きな開口にはカーテンが設けられて
いないため，内部の活動が外部の人に見え，外にいる
人に良い刺激を与えることができる。部屋の中央にある
大きな鏡の裏には，テレビが収納されており，外部から
訪問する先生や仕事後の職員の居場所ともなる。
また，プログラムとして，利用者それぞれの活動内

容に合わせて様々なレッスンを開いている（写真７）。
各レッスンには幼児から高齢者まで幅広い世代の利用

写真８　地産地働ラボ バルバル
昼はカフェ，夜はバーとして，住民の憩いの場となっている（写
真上）。計量が得意という特性を生かし，就労支援事業で働く U
氏がつくるパンナコッタは，「Uさんがつくったパンナコッタ」
と命名され，人気商品になっている。店内には本が設えられ，自
由に本を読める（写真下左）。みんなの畑レストランとバルバル
で提供しているナプキンやコップには，SONATARUE のロゴマー
クが印字されている（写真下右）。

写真９　わんぱくガーデン
放課後等デイサービスを利用するこどもを含む，地域のこどもが遊びに来る。中には，内田病院に来た利用者のこどもが，親からひと
り離れて，この中庭に来てしまったというエピソードがあった。ここから 500m圏内にある「いきいきみらいの森」に通うこどもが，
保育園の帰りに遊びに来て，放課後等デイの利用者の子らと遊ぶ姿もみられると言う。

表３　障がい部門４事業の概要２）

対象年齢

区分

対象
定員

対象年齢

区分

対象
定員

施設名

施設名

施設名

施設名

生活介護 KenKenclub

就労支援　みんなのジョブセンター グループホーム Viva Vivo

放課後等デイサービス　すてっぷ
18 歳～ 64 歳

原則 障害区分３以上
（50 歳以上は区分２以上）
知的、身体、精神、発達

20 名

原則中学生～高校生

各障がい児

知的、身体、精神、発達
10 名

対象年齢

区分

対象
定員

対象年齢

区分

対象
定員

18 歳以上

市町村の認可者

知的、身体、精神、発達
B型 14 名　移行６名

GH18 歳　ショート 15 歳　以上
区分取得は必要だが、

制限なし
知的、身体、精神、発達
GH10 名　ショート６名

者がおり，ヨガやストレッチ，さらにフレイル予防に資
するプログラムを組んでいる。単身高齢者の数も増え
ており，同時に訪問介護，在宅介護の需要が高まってい
るが，自宅内での週一程度のリハビリでは効果がないと
推測される。そのため，施設に入所することで自然とリ
ハビリの頻度も増え，高齢者の孤立予防が期待できる。
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いを持つ人の生活の拠り所となるようグループを導く場
となっている。また，地域に点在する医療・福祉事業と
連携を取り地域コミュニティの形成を図っている。
■いきいき未来の森
保育園と学童クラブ，共生型通所施設と放課後デイ

サービスの複合施設。この地域は多世代居住者が多かっ
たが，人口減に伴い，理事長の「孤食」への問題意識
が高まった。この「孤食を避けたい」という思いから，
こども×高齢者の共生型第１号として開設に至った。
■リビングハウスみんなの家
理事長が，日常的に地域の困り事や相談事に応じて

いた中で，グループの事業として，住民の居場所づくり
を含む地域活動の拠点が開設された。現在は，グルー
プの事業から独立したNPO法人が運営している。
■住宅型有料老人ホーム ゆうハイム・くやはら
施設の名前である「ゆうハイム」の「ゆう」には，優・

友・遊・悠など，様々な意味が込められている。アート
セラピーや音楽療法などを用いることで，認知機能の向
上や心と体のケアを行っている。
■特別養護老人ホーム くやはら
この地域は，多世代居住者が多かったが，人口減に

伴い，「孤食」に対しての課題意識があった。認知症を
持つ患者を中心に，高齢者が少人数で共同生活を行っ
ている。入居者それぞれの生活スタイルを尊重しつつ，
自立した生活を送れるようサポートしている。
■ いきいきメディカルマイホーム
いきいきメディカルマイホームはサービス付き高齢

者向け住宅であり，充実したサービスで快適な生活を
過ごすことができる。内田病院と直結しており，医療・
リハビリのサポートも充実している。また，各階には共
有スペースとしてキッチン，リビング，ダイニングが設
けられており，利用者間での交流もできる場となってい
る。

■地産地働ラボ バルバル（写真８）
地産地働ラボバルバルは，昼はママカフェとして，

夜は酒場として運営する直営の店舗。地域で採れた野
菜や果物の販売だけでなく，地域の特産品・商品 ( 例：
道の駅のビール，りんごジュースなど )を仕入れ，販売
を行っている。カフェのメニューはバラエティー豊かな
ものとなっており，豊富なメニューから自ら選択する行
動を促す。
■わんぱくガーデン（写真９）
施設内の中庭にあたる中央部分には，各種遊具を備

えたアスレチック公園が設けられている。中庭は，昔な
がらの井戸が再現され，井戸からは衛生面で安全な水
道水が流れる。公園内には砂場も設けられており，近年
衛生面を中心とした問題により公園の砂場が減少傾向
にある中で，こどもが五感を使って遊べるように，砂場
を身近なものとし，さらに砂場のすぐ隣に手を洗うこと
のできる水道を設けることで衛生面にも配慮している。
アスレチック公園には学校の放課後に立ち寄るこどもや
放課後等デイサービスに預けられた児童，地域に住む
子育て世代のこどもなど日時にばらつきがあるものの多
くの利用者がいる。一方で，施設の隣接する道路は車
どおりが多いため，こどもが遊ぶ際には注意が必要であ
る。　　
■福祉部門　（障がい部門４事業）
各施設の詳細を表３に示す。「放課後等デイサービ

ス すてっぷ」は近隣の特別支援学校に通う生徒の放課
後の居場所としてだけでなく，同じく施設内にある「就
労支援 みんなのジョブセンター」と連携を取ることで，
就労に結びつくための社会勉強と体験ができる場とし
ても利用することができ，学校と就労支援事業が連携し
情報を共有することで地域一体となって利用者の支援
を行うことが可能である。

５．地域や他施設との連携について
大誠会グループには SONATARUE を監修している内

田病院を始めとして様々な施設が加入しており，今後高
齢化に伴い増加すると見込まれている地域の認知症患
者・要介護者のケアを行うため障がい者施設や高齢者
施設，行政や制度の垣根を越えた，地域間での連携を
進めている。
５．１　大誠会グループ 関連事業
■内田病院（写真10）
地域の医療・福祉・介護の拠点として高齢者や障が 写真 10　内田病院 外観
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写真 12　大誠会グループエリアマップ
半径 500- １㎞圏内に，大誠会・久仁会の全ての施設が集約している。土日と住民の希望があった日には，トゥクトゥクで住民をスーパー
や病院に送迎するサービスを提供している。エリアマップがそれぞれの施設に設置された掲示板などに貼られており，それぞれの施設
を目的に来訪した人や散歩をしている人もエリア全体での活動を知り，身近に感じられるアピールとなっている。

写真 11　エリアマップ内に分散配置されたベンチ
久仁会で働く職員（看護師や介護士など）の中で，地域活動を積
極的に行うサークルがあり，そのメンバーらが手作りしたもの。

■グループホーム ゆうゆう・うちだ
認知症患者の悩みや相談事を良く理解した専門ス

タッフの下で，症状の緩和や改善を目指す地域密着型・
認知症対応型共同生活介護施設である。
■介護老人保健施設 大誠苑
入所者一人ひとりの個性を尊重し，身体的なリハビ

リが必要な方や認知症ケアが必要な人など，介護の必
要度合いに応じてそれぞれの介護に必要な場を用意し
ている。
５．２　地域との連携
■みんなのりんご園
先述したように，SONATARUE のある群馬県沼田市

久屋原町は山間部に位置することから人口が少なく地
元を離れる人も多い。そのため，地元農家の継承先が
見つかりにくく，施設近隣のりんご園もその問題に直面
していた。そこで，SONATARUEはりんご園を「みんな
のりんご園」と称して継承し，りんごの栽培・収穫・販
売の一連の流れを施設の利用者が行うことで，高齢者
のリハビリ，および障がいを持つ人の就労支援事業の

活動の場として活用している。
■分散配置されたベンチ（写真11）
大誠会グループエリア内に，地域の人や来客者が休

めるベンチを地域の方々の理解を得て分散配置してい
る（写真12）。これは，同グループ内のスタッフが地域
活動を行う目的で集まったサークルでの活動の一環と
して，つくられた。このサークルに所属するスタッフは
休日などを利用し，地域住民も巻き込んで作成した。他
にもそれぞれの興味関心によって選べるサークルがあ
るが，グループにおいて地域活動を行う様子からは，グ
ループ内での同僚性の向上を高める仕掛けがあること，
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それを地域の福祉につなげていくなど複合的な効果が
期待できる活動の一例として注目することができる。

６．施設計画の観点からの考察及びまとめ
障がい者福祉施設と商業施設が一体となった複合施

設である SONATARUE は，様々な属性の人が利用する
空間であり，ナチュラルハプニング注１）が生まれやすい
空間になっている。就労支援の利用者との関わり方とし
て，具体的な内部空間の仕掛けとその効果を以下にま
とめる。
■中庭を中心とした建物の配置と，建物内の中庭側の
ガラス窓：建物内部は，どこに滞在していても，中庭で
あそぶこどもの声がきこえるなど他の利用者の様子が感
じ取れる環境であり，音や視線によるささやかな関わり
を誘発している。また，全ての利用者に中庭をみる行為
を促すような空間構成と設えは，”利用者同士が時間と
場所を共有している ”という感覚の強化に繋がっている
と考えられる。
■道路に面したカフェと足湯の設置：SONATARUE は，
主に障がいを持つ人の支援の場である中で，利用ハー
ドルの低いカフェや足湯を，最も人通りが多い道路に面
した位置に配置している。これは，障がいを持つ人，こ
ども，高齢者，こどもを持つ親など地域にいるあらゆる
属性の住民が，その属性に関わらず自然と日常利用でき
るような効果に繋がっていると考えられる。
こうした仕掛けによって，会話などの利用者同士の深い
交流から，音や視線による互いの存在の認知や居合わ
せといった，様々な関わり合いがグラデーションを成し
ている様子が見出された。
立地的特徴として，SONATARUE が位置する半径

500m・徒歩５分圏内は，大誠会がグループで運営する
６施設と共に，畑やりんご園，戸建ての民家が間隔を開
けて点在している。建物の密度が低いため，医療・福
祉施設が集約した「コロニー」のような印象ではなく，
医療・福祉に資する場所や小休憩の場所（ベンチ），こ
どもの遊び場など，住民が日常利用する居場所が緩や
かに点在した「エリア一帯」という印象を抱く。
人口５万人，高齢化率30％５）の中山間地域の特性を

生かし，エリアで運用することで，エリア内に位置する
保育園いきいき未来の森から SONATARUE の放課後等
デイサービスすてっぷを経て，SONATARUEでの就労支
援事業みんなのジョブセンター，また，エリア内の内田
病院の受診から SONATARUEでの生活介護 kenkenclub

といった，切れ目のない支援に繋がっている。
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The purpose of the study was to clarify the actual conditions of its functions, space, and equipment, as well as the 

consciousness of the users, targeting the play area in life-related facilities in ONOJO City, Fukuoka Prefecture. 

The results of the analysis identified problems with the play area, the situations in which they needed it, and its 

impact on their ability to go out. 

Furthermore, we were able to clarify the difference between the elements related to the space and equipment 

installed in the play area and the elements actually needed by the users. 
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1. はじめに 

 近年、子育て世代にとって外出しやすい環境づくりが進

められている。その環境づくりとして、公共や民間の様々

な施設には、おむつ替えや授乳スペースなどが設置されて

いるベビー休憩室や子どもの遊び、親子・保護者同士が交

流を行うキッズスペース等の子育て関連スペースが設置

されている。これら子育て関連スペースは、子育て世代の

集客と子育て環境の構築といった利益と社会貢献の双方

につながるため、公共施設や民間施設の違いに関わらず設

置が進んでいるものと考える。本研究は、その子育て関連

スペースのうち、公共施設内に設置されているキッズスペ

ースを対象としたものである。 

キッズスペースは、筆者の利用や研究室で行った予備調

査注1から、例えば病院の小児科では「プレイルーム」、自

動車販売店では「キッズコーナー」、公民館では「保育室」

など、様々な施設種別にその設置と呼称があることが分か

っている。キッズスペースは、玩具や遊具の他、空間構成、

設置場所、開放性及びオムツ替えや授乳スペースの併設と

いった空間や設備・備品の要件の他、利用条件、費用負担

及び保育士の常駐・配置等の管理運営方法にいたるまで事

例による様々である。この様にキッズスペースの性情は多

様といえるが、公共施設に設置されているキッズスペース

は、商業施設に対して空間や設備・備品の充実度は低く利

用者数は少ない傾向がみられる。したがって、公共施設内

に設置されているキッズスペースを利用者にとって満足

度の高い空間として計画することは重要な課題であると

考える。 

以上を踏まえ、本研究では子育て世代が快適にキッズス

ペースを利用するための建築計画的要件を整理すること

で、キッズスペースの質の向上や子育て世代にとって外出

しやすい環境づくりの構築につなげていくことを目的と

して行うものである。本稿では、公共施設の中でも生活関

連施設内に設置されているキッズスペースを対象として、

キッズスペースの機能、空間及び設備・備品関連要素など

の実態について明らかにする。さらに、その実態と子育て

世代がキッズスペースに対して抱いている意識（以下、「利

用者意識」とする）の関係について明らかにすることを目

的とする。 
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